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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第22期
第３四半期
連結累計期間

第23期
第３四半期
連結累計期間

第22期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日

自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 （千円） 1,772,846 1,460,783 2,250,145

経常利益 （千円） 73,873 32,577 69,042

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 54,286 15,137 51,270

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 57,867 18,217 57,040

純資産額 （千円） 702,478 719,869 701,652

総資産額 （千円） 1,343,114 1,474,640 1,424,130

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 7.24 2.02 6.84

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 50.2 46.6 47.2

 

回次
第22期
第３四半期
連結会計期間

第23期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成27年10月１日
至　平成27年12月31日

自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 3.03 0.48

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間における、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生はありません。前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当社は、平成28年12月26日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社ハウスバンクインターナ

ショナルの全株式を株式会社S&Gハウジングに譲渡することを決議し、同日付けで当社と株式会社S&Gハウジングとの

間で株式譲渡契約を締結しました。

なお、上記株式譲渡契約は、平成29年２月９日開催の当社臨時株主総会において承認可決され、受渡日については

平成29年３月10日を予定しております。

詳細は、「第４ 経理の状況 １　四半期連結財務諸表 注記事項（重要な後発事象）」に記載のとおりでありま

す。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日において当社グループが判断したものであります。

 

(1）重要な会計方針及び見積り

　当社グループの連結財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成してお

ります。

　この連結財務諸表の作成にあたっては、経営者による会計方針の選択・適用と、資産、負債の評価などの会計上

の判断・見積りを行う必要があり、第３四半期決算日における資産・負債の報告数値および報告期間における収

益・費用の報告数値に影響を与える見積りおよび仮定設定が含まれております。

　これらの見積りについては、過去実績や状況を勘案して合理的と考えられる要因等に基づき見直しを行っており

ますが、見積りには不確実性が伴うため、実際の結果が見積りと異なる場合があります。

 

(2）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日～平成28年12月31日）におけるわが国経済は、企業収益や雇用環

境の改善を背景に、緩やかな回復傾向が見られるものの、個人消費は低調な状態が続いております。また、世界経

済全体としては、英国のEU離脱や米国新政権の政策動向に対する不安に加え、新興国の経済成長の鈍化等、先行き

は依然として不透明な状態で推移しております。

　このような状況のなか、当社グループは、「価値創造」の企業理念のもと、積極的に事業拡大と企業価値最大化

を目指し、営業活動の強化、競合他社に先駆けた新サービスの提供、ストック型ビジネスの拡大、外部企業とのア

ライアンスの強化、グループ間連携の深化等に取り組みました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,460,783千円（前年同四半期比17.6％減）、営業利益は

34,815千円（前年同四半期比51.9％減）、経常利益は32,577千円（前年同四半期比55.9％減）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は15,137千円（前年同四半期比72.1％減）となりました。

 

　セグメント別の業績（セグメント間の内部取引消去前）につきましては、次のとおりであります。

 

（コンサルティング事業）

　コンサルティング事業に関しては、プライバシーマークやISO27001認証といった情報セキュリティ関連認証等の

新規取得に関する需要が鈍化した一方で、安定的な収益確保に向けた既存顧客向けの諸施策が奏効し、情報セキュ

リティ関連認証等の更新支援や情報セキュリティ体制の強化・構築支援等のストック型案件の売上が増加いたしま

した。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は154,588千円（前年同四半期比0.6％増）となりました。

 

（マーケティング事業）

　マーケティングリサーチ事業に関しては、顧客ニーズ・調査手法の多様化やビッグデータ・IoT・人工知能等の

技術革新を受けて、サービスの付加価値向上・差別化や技術革新への対応がより重要となってきております。この

ような状況のなか、既存顧客からのリピート案件の確保に注力するとともに、収益性や成長性の確保に向け、事業

戦略の見直しと事業基盤の拡充・再構築を進めました。

　セールスプロモーション事業及び広告代理業に関しては、長期的なリレーション構築を前提とした営業戦略によ

る既存顧客との良好な関係を背景に、主に健康をテーマとした企画の提案力、蓄積したノウハウの活用及び顧客

ニーズへのきめ細かい対応により、引き続き、特に大手スーパーマーケットや大手食品メーカーについて、リピー
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ト案件、スポット案件ともに堅調に推移いたしました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は586,470千円（前年同四半期比0.3％増）となりました。

 

（ＩＴ事業）

　ＩＴ事業に関しては、企業収益の改善をベースとして、一部において慎重な姿勢はあるもののユーザーのIT投資

は回復傾向が継続しております。その一方で、慢性的なエンジニア不足により、必要な要員の確保が困難な状況も

続いております。このような状況のなか、前期に引き続き、当社グループとしての中長期的な成長を確保するた

め、競争力・収益力の強化を目的としたグループ内のシステム開発や新規ビジネスの開発支援向けに戦略的に人的

リソースを投入いたしました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は96,164千円（前年同四半期比22.5％減）となりました。

 

（住宅関連事業）

　住宅関連事業に関しては、日本銀行の金融緩和政策による低金利や政府の住宅取得支援策等を受けて住宅取得へ

の関心が高まる一方で、景気や個人消費の停滞等により住宅市場における先行き不透明感も高まってきておりま

す。このような状況のなか、多様化する住宅ニーズに対応するため、品質・性能の向上やパートナー企業との連携

強化を図るとともに、継続開催のリフォームイベントや大型改装物件を活用した内覧会等の積極的な営業活動を展

開いたしました。また、事業拡大に向けて隣接エリアへの新規展開も進めました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は633,244千円（前年同四半期比30.9％減）となりました。

 

(3）財政状態の分析

（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて60,377千円増加し、1,222,870千円となりました。これは、現金及び預

金が16,208千円、仕掛品が97,743千円増加した一方で売掛金が71,267千円減少したことなどによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて9,314千円減少し、249,331千円となりました。これは、無形固定資産の

その他に含まれているソフトウェアが6,817千円増加した一方で、のれんが12,459千円減少したことなどによりま

す。

（負債）

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて36,470千円減少し、346,700千円となりました。これは、一年以内返済

予定の長期借入金が26,830千円増加した一方で、短期借入金が9,159千円、その他に含まれている未払消費税等が

27,404千円、前受金が24,588千円減少したことなどによります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて68,763千円増加し、408,070千円となりました。これは、長期借入金が

84,508千円増加した一方で、社債が15,000千円減少したことなどによります。

（純資産）

　純資産は、前連結会計年度末に比べて18,217千円増加し、719,869千円となりました。これは、利益剰余金が

15,137千円増加したことなどによります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項ありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,288,000

計 25,288,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,494,000 7,494,000
名古屋証券取引所

（セントレックス）

単元株式数は100株

であります。

計 7,494,000 7,494,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年12月31日 － 7,494,000 － 100,000 － 511,374

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　7,493,800 74,938 －

単元未満株式 普通株式　　　　　200 － －

発行済株式総数 7,494,000 － －

総株主の議決権 － 74,938 －

（注）　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、ＫＤＡ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 530,896 547,105

受取手形及び売掛金 502,380 431,112

商品及び製品 77 68

仕掛品 118,050 215,794

原材料及び貯蔵品 450 357

その他 12,467 29,928

貸倒引当金 △1,830 △1,495

流動資産合計 1,162,492 1,222,870

固定資産   

有形固定資産 19,284 20,187

無形固定資産   

のれん 185,506 173,047

その他 9,501 13,577

無形固定資産合計 195,008 186,625

投資その他の資産   

敷金及び保証金 21,741 21,680

保険積立金 10,629 10,248

その他 17,651 16,260

貸倒引当金 △5,670 △5,670

投資その他の資産合計 44,352 42,518

固定資産合計 258,645 249,331

繰延資産 2,992 2,439

資産合計 1,424,130 1,474,640

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 128,208 127,653

短期借入金 9,159 －

1年内償還予定の社債 30,000 30,000

1年内返済予定の長期借入金 44,426 71,256

未払費用 12,868 17,892

未払法人税等 2,537 5,164

賞与引当金 4,760 5,027

ポイント引当金 21,341 18,367

完成工事補償引当金 5,205 3,906

関係会社株式売却損失引当金 － 4,801

その他 124,665 62,632

流動負債合計 383,171 346,700

固定負債   

社債 95,000 80,000

長期借入金 195,472 279,980

退職給付に係る負債 28,650 29,414

役員退職慰労引当金 15,750 15,750

その他 4,434 2,925

固定負債合計 339,306 408,070

負債合計 722,478 754,771
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 511,374 511,374

利益剰余金 60,339 75,477

株主資本合計 671,713 686,851

非支配株主持分 29,938 33,018

純資産合計 701,652 719,869

負債純資産合計 1,424,130 1,474,640
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

売上高 1,772,846 1,460,783

売上原価 1,328,527 1,047,665

売上総利益 444,319 413,118

販売費及び一般管理費 371,919 378,302

営業利益 72,399 34,815

営業外収益   

受取利息 522 470

保険解約返戻金 3,202 263

持分法による投資利益 1,800 1,800

その他 2,473 754

営業外収益合計 8,000 3,288

営業外費用   

支払利息 4,787 4,788

保険解約損 1,076 －

その他 662 738

営業外費用合計 6,525 5,527

経常利益 73,873 32,577

特別損失   

固定資産売却損 285 －

関係会社株式売却損失引当金繰入額 － 4,801

特別損失合計 285 4,801

税金等調整前四半期純利益 73,588 27,776

法人税、住民税及び事業税 15,706 8,206

法人税等調整額 14 1,352

法人税等合計 15,721 9,558

四半期純利益 57,867 18,217

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,580 3,079

親会社株主に帰属する四半期純利益 54,286 15,137
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

四半期純利益 57,867 18,217

その他の包括利益   

その他の包括利益合計 － －

四半期包括利益 57,867 18,217

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 54,286 15,137

非支配株主に係る四半期包括利益 3,580 3,079
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更等）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得する

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はありません。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

減価償却費 6,084千円 8,517千円

のれんの償却額 12,523千円 12,459千円
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（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

コンサルティン
グ事業

マーケティング
事業

IT事業 住宅関連事業

売上高      

外部顧客への売上高 152,762 584,728 119,297 915,787 1,772,576

セグメント間の内部売上高

又は振替高
832 － 4,782 － 5,614

計 153,594 584,728 124,079 915,787 1,778,191

セグメント利益 55,639 52,562 12,135 31,137 151,474

（注）　報告セグメントごとの外部顧客への売上高の合計額と四半期連結損益計算書の計上額との差額は、本社部門所

管のその他の収益を稼得する事業活動によるものであります。

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 151,474

セグメント間取引消去 △279

全社費用（注） △79,065

その他の調整額 270

四半期連結損益計算書の営業利益 72,399

（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

コンサルティン
グ事業

マーケティング
事業

IT事業 住宅関連事業

売上高      

外部顧客への売上高 154,498 586,420 86,349 633,244 1,460,513

セグメント間の内部売上高

又は振替高
90 50 9,814 － 9,954

計 154,588 586,470 96,164 633,244 1,470,468

セグメント利益又は損失

（△）
44,262 70,971 13,459 △8,017 120,675

（注）　報告セグメントごとの外部顧客への売上高の合計額と四半期連結損益計算書の計上額との差額は、本社部門所

管のその他の収益を稼得する事業活動によるものであります。

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 120,675

セグメント間取引消去 △1,472

全社費用（注） △84,657

その他の調整額 270

四半期連結損益計算書の営業利益 34,815

（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 7円24銭 2円02銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 54,286 15,137

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（千円）
54,286 15,137

普通株式の期中平均株式数（株） 7,494,000 7,494,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

　重要な子会社等の株式の売却

当社は、平成28年12月26日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社ハウスバンクインター

ナショナル（以下、「HBI社」という。）の全株式を、株式会社S&Gハウジング（以下、「S&G社」という。）に

譲渡することを決議し、同日付けで当社とS&G社との間で株式譲渡契約を締結いたしました。

なお、上記株式譲渡契約は、平成29年２月９日開催の当社臨時株主総会において承認可決されております。

 

(1)株式売却の理由

当社は、当社グループの持続的な事業拡大及び利益成長を図るため、既存の事業領域とは異なる新規事業分野

への進出によって事業多角化を図ることとし、平成26年１月にHBI社をS&G社から株式交換により取得し、新規事

業として住宅関連事業を開始いたしました。

その後、HBI社の競合環境が激化し差別化に向けた投資が必要となるなかで、既存の中核事業であるマーケ

ティング事業や情報セキュリティ分野を中心とするコンサルティング事業については、事業構造改革やIT事業の

グループ内開発支援によって収益基盤の強化が進みました。また、これらの事業に関しては、今後もさらなる事

業間の高いシナジー効果が見込まれるほか、関連・周辺市場についても近年の情報セキュリティの重要性の高ま

りや情報分野における新技術の開発などから継続的に拡大することを想定しております。

このような状況のもと、当社は経営資源が限定されていることを踏まえ、当社グループとしての強みを活かせ

る分野又は周辺分野に対して経営資源を集中的に投下し、スピード感を伴った経営を推進する方針へと転換いた

しました。この方針転換を受け、既存の中核事業とは関連性の薄いHBI社の株式譲渡を模索していたところ、HBI

社の元親会社であり上記株式交換時の契約相手先でもある主要取引先のS&G社との間で条件面において合意に

至ったことから、当社が保有するHBI社の全株式をS&G社に譲渡することを決定いたしました。

 

(2)売却する相手会社の名称

株式会社S&Gハウジング

 

(3)売却の時期

平成29年３月10日

 

(4)当該子会社等の名称、事業内容及び会社との取引内容

名称     株式会社ハウスバンクインターナショナル

事業内容 住宅関連事業

取引内容 当社は当該子会社より経営管理業務を受託しておりました。

 

(5)売却する株式の数、売却価額、売却損益及び売却後の持分比率

売却前の所有株式数 200株（議決権の数：200個）（持分比率：100％）

売却株式数         200株（議決権の数：200個）

売却後の所有株式数 0株（議決権の数：0個）（持分比率：－％）

売却価額           225,000千円

売却損失           4,801千円（当四半期連結会計期間に関係会社株式売却損失引当金繰入額として計上）

 

(6)その他重要な特約等の内容

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成29年２月14日

株式会社バルクホールディングス

取締役会　御中

 

ＫＤＡ監査法人
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 関　本　享　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 毛　利　優　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社バルク

ホールディングスの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成28年10

月１日から平成28年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社バルクホールディングス及び連結子会社の平成28年12月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成28年12月26日開催の取締役会において、連結子会社である株式会

社ハウスバンクインターナショナルの全株式を譲渡することを決議し、平成29年２月９日開催の臨時株主総会において承

認可決され、売却の時期は平成29年３月10日となる旨の記載がある。

　当該事項は当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社バルクホールディングス(E05544)

四半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

